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１ 研究課題 

子どもが育つ家庭や地域 

 

２ 研究・研修の視点 

 現代社会において、地域社会ではご近所付き合いなど大人同士の関わりや子ども同士の交流の場も少

なくなり、家庭においても核家族化、少子化が進む中、一人で悩みを抱える母親が孤立してしまうこと

も深刻な問題になっている。また、子どもの育ちにおいても生活習慣の未確立、コミュニケーション能

力の低下、愛着障害等の多くの課題が指摘されている。こうした背景の下、幼稚園・認定こども園にお

ける子育て支援は、社会的にもますます重要なものとなってきている。各園では、相談、情報提供、親

子登園、保護者同士の交流等、様々な形での支援に取り組み、子どもたちが安全に安心して生活できる

環境を整えつつ、０歳からの発達を十分に理解して、保護者が子どもの成長に気付き、子育ての喜びを

感じられるように、地域における幼児教育のセンター的役割を果たしていくことが期待されている。ま

た、幼稚園・認定こども園は、小学校就学前までの特別なニーズのある子どもの保護者に対しての育児、

教育相談の知識も身に付けていく必要がある。近年、子どもの貧困、児童虐待、ＤＶといった課題も浮

かび上がり、関係機関と連携しながら地域のネットワークを活用した支援体制を整えていくことも大事

である。 

  小学校との連携については、幼稚園・認定こども園での生活が、小学校以降の生活や学習の基盤の育

成に繋がることを踏まえ、何より幼児期に相応しい生活を通して、創造的な思考や主体的な生活態度等

の基礎を培うことを念頭に置きつつ、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえて教育課程を編成

し、幼児教育と小学校教育の共通理解を図るために、保育者との意見交換や合同の研究会を設け、円滑

な接続を図るように努めていく。 

  幼稚園と小学校が願う方向は同じであるにしても、それぞれの教育の方法の違いを相互理解すること

から、連携・接続を進めることが大切である。そのために、「資質・能力の３つの柱」を軸に、「幼児期

の終わりまでに育ってほしい姿」を観点において、遊び中心の幼児教育の中にある「学びの芽生え」と、

教科学習中心の小学校教育の「自覚的な学び」の相互理解が重要である。 

  そして、違いを理解した上で幼児期における学びから小学校における学びへなめらかに移行できるよ

うに、接続期のカリキュラムを研究し実践することが求められていると考える。 

  

３ 主な研究・研修の内容と計画 

 〇 一人一人の発達に即した保・幼・小連携をするためには、どのような工夫ができるか考える。 

〇 接続期カリキュラムを通して、園で育んできた「資質・能力の３つの柱」を軸に、小学校に繋げて

いくにはどのようにすればよいか、本園での取組や実践例を通して考える。 

 〇 幼稚園と小学校の相互理解を深めるには、どういう方法がよいのか考える。 

 

〔研究計画〕 

    令和２年度 ・ 子どもの育ちを見通して育んできた資質・能力をどのように活かし、小学校に

繋げていくか実践例を通して考察する。 

第 11分科会 

子どものための保・幼・小の 

連携・接続の在り方 

問題提起園 啓明幼稚園・保育園 

問題提起者 松元 梨音 
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    令和３年度 ・ 小学校との連携・接続のための教 、保護者、園児を めた相互理解につ

いて研究する。 

 研究の 要 

 １  研究・研修 ー の え方 

   しい 代を生きる子どもたちに必要な資質・能力をどのように身に付けていくのか、現 、

において幼・保・小の連携で取り組んでいる「 接続期カリキュラム」を通して考察

していく。このカリキュラムの中で、本園での小学校接続に向けた取組の現 と課題について考

える。 

 ２  研究の内容 

    一人一人の発達に即した幼児教育 幼稚園教育 と小学校教育の違いを理解した上で、 と

の育ちの相互関係について考える。 

    小学校接続へ向けて、幼児期の教育の取り組みについて事例研究を行う。 

 ３  実践例・考察 

 と の相互関係による育ち 

 幼稚園等の と小学校の の違い 

      幼稚園等は、幼児が めて家庭と れて 生活を する場である。 園 の幼児の多

くは、 めての への の 方が分から 、 う様子が見られる。 が、その いは、

の保育で保育者が一人一人の幼児に合わ た けや支援を行い、人的環境や 的環境を

整えることで 生活に慣れていき、 々に れていく。 

 

    事例 しい環境への い 歳  

 

がクラ に れない、という事例があった。理 として考えられたのは、「たくさんの人

がいる環境に慣れていない」「 達がいなくて 安」「 で気 ちが えられない」「どこにい

ればいいのか分からない」等である。そこで保育者は、 の にいて けをしながら、ま

は との愛着形成を図り、 と一 に「 に れて」と って 達と遊 等しながら、

の園児との関わりを やす援 を行った。すると、 はかかったが、 は自分からクラ に

ってこられるようになり、 達とよく遊 ようになってきた。        

 

つまり、幼稚園等の 生活では、クラ という の中で、一人一人の幼児が安心できる

場所を確保できるように、保育者が幼児へ問いかけながら、意図的に えを いているので

ある。 

それに対して、小学校での 生活ではどうであ うか。幼稚園等より い 地、多い人 、

自分とは違う学年との交流、教科による というように、 学 の環境の 化がとても

大きい。小学校の教 の指 ・支援の ートを けながらも、小学校という大きな の中

で幼児は、自分で 場所を見つけたり、トラ への対応を考え、 の え等を き した

りしなくてはならない場 が多いと思われる。その環境の 化に幼児自身でついていくことが

できなければ、「小１ ム」の となる 能 がある。 からこそ、「自分で考える力」

を小学校 学前に育んでいきたいとこ である。 

 生活における「 」の学びと保育者の支援 

 「 」は、「 」の中でも育まれる。「 」とは何か。「 人」とも け取れるが、ここでは

「 」の意 を重視したい。 という には、「ある 人を特 けている 質・ ・

その人 の特 ・ ー リ ー」という意 がある。つまり、子ども一人一人も、それ
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ぞれが違った思いを っている。違った思いを った子どもたちが まり、共に遊びながら関

わり合うことにより を重 、心身共に学びが生まれると考えられる。それでは、その学び

を に かにしていくためには、保育者はどのように き、支援する きなのか。事例を通し

て支援の り方について見 し、考察する。 

 

 事例 の取り合い 歳  

 

  は、 な 、自 中心的で や人に対しての が い。 も が く、

感情が えられなくなると 的に が ることがあるが、 ち着いている は を して

あげることができる。２人とも 達のことが大 きで、同じ ー 内でよく一 に ック

遊びをしている。遊んでいる 中、 に ちている の ックを が って おうとす

ると、少し れた場所にいた が、 その ックは、 に が ってた と って

から に取り上げてしまった。 に取られた は き、 って を してしまう。そ

のあと が に が してきた と えに た。 

保育者が２人に「その ックは が っていたの 」「どうして は しち ったの 」

と くと、 は、 は ってなかったけど、 の った。 が に取って してきた。

と い、 は、 ちていて も ってなかった。 もそこにいなかったのに、 に取ら

れて ったから した。 と った。 

保育者は、「 は ックを取られたと思って いたん 。 も、 に取られて

った 。」「でも 、 は ちていたのを っていた けなのに から に られて取ら

れたらどう思うのかな も、 が してきたらどう思う 」と問いかけた。 

すると、 者共に な気 ちになる。 と えたため、重 て保育者は「そう 。そし

て ックには 前が いていない 。この い ックは の ックかな また一 に

く遊 にはどうしたらいいかな 」と問うと、２人から みんなの ック。 に う。

ごめん って う。 という意見が て、その場でお互いに り し合った 、一 に遊び

を 続していた。 

 

この２人にとっての発達の課題は、「 の共 」「相 の気 ちを考えること」である。  

また、 体的に上の事例でいえば、 は「 り合うこと」であり、 は「 で自分の

気 ちを相 に えること」である。どれも 生活 からこそ できることである。 

保育者は、 者の気 ちを 容しながら を き、ケンカの を 確にすることを心 け

ている。そして問いかけをすることで、２人がお互いの気 ちに気付きながら、自分たちで解

の方法を見つけられるように している。そうしたことで、 、 がお互いに相 の気

ちを考え、自分たちで解 方法を き すことができた。保育者は、全ての解 をす に

教えるのではなく、子どもの「考える力」を育むための けをするという意識を つことが

大切である。 の中で人と関わることで、 したり、相 を思いやったり、遊びを し

たり、 心や 等が身に付けられるのではないかと考えられる。また、 の中で自分

の意見を相 に えたり、相 の意見に り ったりできる子どもに育ってほしい。そうした

意識を ちながら保育に取り組み、 生活の中で「 」が自立できるように保育者が いて

いくことが大切である。 

 「子どものための保・幼・小の連携・接続について」 

     での保・幼・小連携の取組 資 １  

では、 成２ 年に「 子育て基本 例」を 行している。その中において「幼・保・小」と  



− 94 −

されている。 

 子どもたちの発達や学びの連続 を大切にした指 や保育を 体化するために、小学校と

幼稚園・認定こども園・保育所等の教育的特 や らいについて理解し、より い連携の

り方について深めるために、「 ック幼保小連携研修会」が行われている。 

     〇 研修 的・ らい 

の前の子どもたちの成長を しするための幼児期から小学校 への切れ のない

円滑な接続を 実さ る。 

〇 の相互理解のための年 の取組 

 期 取  組  方   

１学期 

 小学校での 観を通して、各小学校での タートカリキュラムの

進 を共通理解するとともに、 １年生の現 に関する情報交換を

行う。 

２学期 
 等を通して幼保小連携の 実を図るとともに、各幼保等での

ー カリキュラムの 進 を共 し、課題と解 を る。 

３学期 

・ 幼保等での保育 観を通して、 タートカリキュラム び ー

カリキュラムの見 しのために、各校・園 所 での実践の成果と課

題を共 し、 年度の共通実践事 について共通理解を図る。 

・ 年度の １年生児童に関する情報交換を行う。 

〇 幼 ックでの 体的な 合い内容 

幼稚園 ックには、 幼稚園・ 幼稚園・ ミー こども園等が まれる。  

    資 １の 接続期カリキュラムに基 いて、意見交換を行う。３つの自立から 年度

の共通実践事 取組の重点 を め、それについて する。 

令和２年度  

  生活上の自立  学びの自立  的な自立 

共
通
実
践
事
項

 就 ・ 刻等を

り、生活リズムを整える

ことができる。 

 しい姿 で、人の

を まで くことがで

きる。 

 自分の気 ちを自分の

で えることができ

る。 

本
園
で
の
取
組 

・ ・ き・

ごはん の大切さを

本等を通して知る。

 

・ 計を意識して行

する。 Ｄ  

・ 園 りや り等

を通して、家庭と 力

し合って しい

生活を る。

・ りの ちの

に合わ て自分の

ことを自分でしよう

とする。 Ｄ  

・ しい姿 が 続し

ない子どもが多いた

め、 保育の中で体

を えられる遊びを

する。  

・ 保育者の の しが

あるまで 中し、 子

に って待つことがで

きる。  

・ 相 の を まで

を見て くようにす

る。  

・ 意 的に発 をして

発 することを喜び、

自 を つ。

 

・ 、園の で保育者

に をして、 ち

同士でも を交わす

ことができる。

・ 「ありがとう」や「ご

めんなさい」を自分か

ら えるようになる。

     

・ 相 の気 ちを考え、

いや行 等に気

をつけながら、保育者

や ちと関わり合う

しさを わうように

する。  

 の は資 ２の「３つの自立」の中の分 分けである。 
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 その の本園での の取組・実践例 

    生活上の自立 

     ・ 年少児からト は和 ト でできるようにしている。  

     ・ ンカ を ケットに れることを し、 を ったら自分の ンカ で く習慣が

身に付くようにしている。  

    ・ 制 で登園し、体育 に着 えて 中 ごし、 りに制 に着 えて降園する。

タンを める、シ を れる、 を む等、着 えの習慣が付くようにしている。 Ｄ

 

     ・ 下を らないように「 下は きまし う」と 定的な けをしている。  

     ・ 年少児から自分の 整理整 や 活 を行い、自分でできることの さを感じら

れるようにする。 Ｄ  

・ 、自分たちで けや を いて をすることで、 になることの喜びを

感じる。 Ｄ  

     学びの自立 

     ・ 年長 に に を く活 をするのではなく、年少 ク ンあそび 、年中

んのあそび 、年長 あいうえお と発達 に合わ たワーク遊びに取り組んでいる。

 

    ・ 登園 、主体的活 を多く取り れ、自分で考える力や主体 を育てている。  

     ・ 本の み か や子ども自身が 本を む を っている。  

     的な自立 

     ・ かり保育は「 割り保育」で行い、 年 交流を しむ。年長・年中児は年下の

ちに対して思いやりの気 ちが てるようにし、年少児は年上の ちに感 の気 ちや

れの気 ちが てるようにする。  

     ・ 会や発 会等、多くの行事を通して での活 の しさや、 習の 程を大切に

し、やり げた の達成感や 感をみんなで共感できることの喜びを感じる。  

   考察 

    相互の保育 観や 観を通して、共通点や相違点が 確になり、子どもの発達や学びの

連続 について共通認識を つことができると考える。そして幼児教育と小学校教育における

教育内容や方法を十分理解した上で、保育者は「 の学びがどのように育っていくのか」を、

小学校教 は「 の学びがどのように育ってきたのか」を見通した全体的な計画 び教育課程

の編成・実 が求められるのではないかと考える。 

    小学校との交流 

    〇 らい 

     ・ 校内の様子や を見学することで、園生活の修 を意識し、 学への 安を取り き期

待を める。 

     ・ 小学生へ親しみや れの気 ちを ち、一 に ごすことを喜 。 

     ・ 思ったことや 問に感じたことを自分の で え、応じてもらうことで のやり取り

を しむ。 

   〇 実 と成果 

    ・１学期  お まり保育 に小学校を 問し、校長 生の を いたり校庭でうさ
・ ・ ・

と れ

合ったり等、小学校の 力を感じることができる。 

 

    ・２学期  園 保育でお を って小学校を 問する。小学生と ごすことで上 生に親
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しみを つことができる。 

 

           小学生が幼稚園を 問し、 し や ーム遊びを一 にすることで、交流を深め、

小学生に れの気 ちを つことができる。 

 

     ・３学期  小学 年生に学校を 内してもらったり、質問コー ーを設けて学校生活につい

て気になることを小学生へ質問をし、 えてもらったりする。 学して 年生に

いをしてもらうことが多いため、事前に交流があると安心して関わることができ

る。 

 

 

 

 

          

  

 

 

 

 

 

  

 

    〇 の課題 

     ・ 学してから に 安を感じる子どもが多いため、 の様子を見学さ てもらい、

の様子や小学生が る 、 立等を知る機会を りたい。 

     ・ 幼稚園の近 の小学校や小 特認校にお願いをして交流をしている現 であるが、交流

がある小学校と交流がない小学校があるため、年度 に小学校と連 を取り計画を立てて

年の 例行事にしたい。 

     ・ 年 を通して指 計画の中に交流を 置付けていきたい。 

 

 まとめ 

  幼稚園教育要 によると、「連携」とは、子ども同士の交流、保育者と小学校教 の相互理解や

合同研修、幼稚園の子どもの姿を小学校に えること、さらに、交流を行っていくことを 置付け

ている。一方、「接続」とは、主にカリキュラムの接続を指し、幼児教育と小学校教育を繋いでい

くことを している。 

幼稚園等での「学びの芽生え 自覚な学び 」が、小学校、中学校、 等学校での「自覚的な

学び」の基礎になる。幼稚園等は、小学校前に「学びに向かう力 学びへの ・関心 」を育て

る場所である。 

「資質・能力の３つの柱」「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿」は、小学校に 学す

る前に「できている き」ということではない。全てができているようにという ではなく、そ

の幼児自身の 意分 を見つけていくことで自 を付けさ てあげることや、「自分で考える力」

を ばし、「自分で えを き るようになっていく」ことを にしてもいいのではないかと

考える。 

カリキュラムの「３つの自立」の中の取組を観点にして、子どもたちの生活に さわしい遊びの

中で主体 や 同 、創造力が育っていくことが大切 と けとめる。そして、保育者自身が子ど
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もたちの育ちを長期的に見通し、その見通しのもとで 々「いまここ」での子どもたちの生活の中

で、活 の質をよりよいものにしていきたい。また、子どもの生活環境等も めて小学校との連携・

接続を に深めていきたい。 

 

 の課題 

〇 には の小学校と の幼稚園・保育園・認定こども園があり、 において同じ小

学校 の子どもたちが、 の園から 学してくるため、１年生の発育 など各園に情報提供

を求めている である。そのため、保・幼・小の教 の交流は活発である。 

また、各学校で知りたい が違うことから、 の様 が なるため、様 の 一を

幼稚園 から し れて 年度から 一した様 になる 定である。 

  小学校 からの意見の中に、指 要 の様 が、幼稚園・保育園・認定こども園で違うという

意見があったため、 一していかなければならない。 

  〇 特別な支援を要する子どもの就学前の小学校との連携・接続を円滑に行っていきたい。小学校

学前から、小学校教 との交流の機会を やし、実 に園での様子を見に てもらえるように、

めに対応 を し合っておきたい。 学 も、小学校での様子を きながら、その幼児への支

援を 続できるようにしたい。 

 

 

資  

教育 会 成 「 幼保小連携 接続期カリキュラムの き」より  

   資  

教育 会 成 「 接続期カリキュラム 保幼小の学びをつなげよう  

」 
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姶
良

市
接

続
期

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
 

～
保

幼
小

の
学

び
を

つ
な

げ
よ

う
～

 
 

Ｒ
１

.1
2
．

５
改

訂
 

 
生

活
上

の
自

立
 

環
境

の
変

化
な

ど
に

適
応

す
る

力
や

身
辺

自
立

・
生

活
習

慣
に

関
す

る
力

 

基
本

的
な

生
活

習
慣

 
整

理
整

頓
 

食
事

 
な

ど
 

学
び

の
自

立
 

学
習

の
基

礎
と

な
る

興
味

や
関

心
、

意
欲

、
能

力
な

ど
を

発
揮

す
る

力
 

興
味

・
関

心
・

意
欲

 
態

度
 

創
意

・
工

夫
 

な
ど

精
神

的
な

自
立

 
様

々
な

人
と

か
か

わ
り

な
が

ら
自

己
を

発
揮

し
、
共

に
生

活
を

作
り

出
す

力
 

規
範

意
識

 
友

達
や

担
任

と
の

関
係

づ
く

り
 

な
ど

 

小

 

学

 

校

 

の

 

取

 

組

 

例

 

 
 

 

 幼 稚 園 ・ 保 育 所 ・ こ ど も 園 の 取 組 例

 

 
 

 

              

B
 
表

現
で

き
る

 

子
ど

も
 

Ｂ
 表

現
す

る
こ

と
を

 

楽
し

む
子

ど
も

 

              

C
 
聴

く
こ

と
の

 

で
き

る
子

ど
も

 

C
 
聴

く
こ

と
の

 

で
き

る
子

ど
も

 

              

Ａ
 
学

ぶ
意

欲
を

 

も
っ

た
子

ど
も

 

A
 
自

ら
活

動
に

 

取
り

組
む

子
ど

も
 

自
ら

遊
び

を
考

え
て

活
動

す
る

こ
と

を
通

し
て

、主
体

的
に

考
え

て
活

動
す

る
こ

と
の

よ
さ

を
感

じ
る

よ
う

に
な

る
。

 

生
物

の
飼

育
や

栽
培

な

ど
、

五
感

を
使

っ
て

感

じ
取

る
こ

と
が

で
き

る

活
動

を
た

く
さ

ん
積

み

重
ね

て
い

る
。

 

遊
具

に
触

れ
た

り
遊

ん
だ

り
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

体
を

動
か

す
こ

と
の

よ
さ

を
感

じ
る

よ
う

に
な

る
。

 

読
み

聞
か

せ
や

紙
芝

居
な

ど
を

通
し

て
、

本
を

読
む

こ
と

や
文

字
へ

の
興

味
・

関
心

が
高

ま
る

。
 

み
ん

な
の

前
で

発
表

を
し

た
り

聞
い

た
り

す
る

経
験

を
通

し
て

、
発

表

す
る

こ
と

の
よ

さ
を

感
じ

る
よ

う
に

な
る

。
 

創
作

活
動

を
通

し
て

表

現
す

る
こ

と
の

よ
さ

を

感
じ

る
よ

う
に

な
る

。
 

よ
い

姿
勢

（
目

と
耳

と

心
）

で
聞

く
こ

と
の

よ

さ
を

感
じ

る
よ

う
に

な

る
。

 

机
や

椅
子

に
座

っ
て

活
動

す
る

経
験

を
積

み
重

ね
て

い
る

。
 

授
業

開
始

前
に

、
次

の
授

業
で

使
う

物
を

準

備
す

る
な

ど
、

基
本

的
な

学
習

態
度

を
身

に

付
け

て
い

る
。

 

読
み

聞
か

せ
活

動
を

通
し

て
、

音
読

や
読

書
に

対
す

る
興

味
・

関
心

が
高

ま
っ

て
い

る
。

基
本

的
な

発
表

の
仕

方
を

意
識

し
て

自
分

な
り

の
考

え
や

気
持

ち
を

伝
え

た
り

、
ま

た
、

分
か

ら
な

い
こ

と
や

難
し

い
こ

と
は

聞
き

な
が

ら

粘
り

強
く

取
り

組
ん

だ
り

す
る

よ
う

に
な

る
。

 正
し

い
姿

勢
（

目
と

耳
と

心
）
で

人
の

話
を

聞
く

こ

と
や

指
示

を
後

ま
で

聞
い

て
活

動
す

る
こ

と

の
大

切
さ

や
よ

さ
を

感

じ
る

よ
う

に
な

る
。

 

正
し

い
鉛

筆
の

持
ち

方
で

文
字

等
を

書
く

こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
 

H
思

い
や

り
の

あ
る

子
ど

も
 

G
 ル

ー
ル

を
守

る
こ

と

の
で

き
る

子
ど

も
 

I 
人

と
の

ふ
れ

あ
い

を
 

大
切

に
で

き
る

子
ど

も
 

              

H
思

い
や

り
の

あ
る

子
ど

も
 

              

G
 ル

ー
ル

を
守

る
こ

と

の
で

き
る

子
ど

も
 

              

I 
人

と
の

ふ
れ

あ
い

を
 

大
切

に
で

き
る

子
ど

も
 

ル
ー

ル
や

き
ま

り
の

あ

る
遊

び
が

、
心

地
よ

く

楽
し

い
活

動
に

つ
な

が

っ
て

い
く

こ
と

に
気

付

く
よ

う
に

な
る

。
 

集
団

生
活

や
異

年
齢

交
流

、
地

域
の

人
々

と
の

交
流

な
ど

の
経

験
を

積

み
重

ね
て

、
人

と
触

れ
合

っ
た

り
協

力
し

合
っ

た
り

す
る

こ
と

の
よ

さ

を
感

じ
る

よ
う

に
な

る
。

 

先
生

や
地

域
の

人
へ

の
態

度
や

言
葉

遣
い

な

ど
に

つ
い

て
考

え
、

ふ
さ

わ
し

い
態

度
や

言

葉
遣

い
で

応
じ

る
よ

う
に

な
る

。
 

日
常

的
な

ル
ー

ル
や

マ
ナ

ー
を

大
切

に
す

る
こ

と
の

必
要

性
が

分
か

る
よ

う
に

な

る
。

 

集
団

生
活

や
異

年
齢

交
流

、
地

域
の

人
々

と
の

交
流

な
ど

を
通

し
て

、
他

と
協

力
し

た
り

、
意

見
を

交
わ

す
中

で
新

し
い

考
え

を
生

み
出

し
な

が
ら

工
夫

し
て

取
り

組
ん

だ
り

す
る

よ
う

に
な

る
。

道
徳

科
や

学
級

活
動

を
中

心
に

、
相

手
の

気
持

ち
を

考
え

た
り

、
自

分
の

考
え

方
を

振
り

返
っ

た
り

な
ど

し
な

が
ら

、
気

持
ち

や
行

動
を

自
律

的
に

調
整

し
、

学
校

生
活

を
楽

し
く

し
て

い
こ

う
と

す
る

。
 

考
え

や
気

持
ち

を
自

分
な

り
の

言
葉

で
伝

え

る
経

験
を

積
み

重
ね

、
相

手
に

考
え

や
気

持

ち
が

伝
わ

る
よ

さ
を

感
じ

る
よ

う
に

な
る

。
 

日
常

生
活

や
学

校
生

活
の

ル
ー

ル
や

マ
ナ

ー
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

を
通

し
て

、
み

ん
な

の
安

全
・

安
心

な
生

活
に

つ
な

が
る

な
ど

、
ル

ー
ル

や
マ

ナ
ー

の
大

切
さ

や
よ

さ
へ

の
理

解
が

深
ま

っ
て

い
る

。
 

友
達

の
こ

と
を

思
い

や
り

、
優

し
く

す
る

こ

と
の

で
き

た
よ

さ
を

感
じ

る
よ

う
に

な
る

。
 

自
分

の
た

め
に

何
か

を
し

て
く

れ
て

い
る

人
の

存

在
に

気
付

い
た

り
、

感
謝

す
る

気
持

ち
を

言
葉

や

行
動

で
表

現
し

た
り

す
る

よ
う

に
な

る
。

 

あ
い

さ
つ

や
「

あ
り

が
と

う
」「

ご
め

ん
な

さ
い

」

が
言

え
る

よ
う

に
な

る
。

 

自
分

か
ら

進
ん

で
あ

い
さ

つ
を

し
た

り
「

あ
り

が
と

う
」

「
ご

め
ん

な
さ

い
」

が
言

え
た

り
す

る
よ

う
に

な
る

。
 

は
さ

み
の

使
い

方
、

パ
ス

や
色

鉛
筆

の
持

ち

方
な

ど
を

身
に

付
け

て
い

る
。

 

先
生

の
話

を
後

ま
で

聞

く
こ

と
が

で
き

る
。

 

              

D
 自

分
の

こ
と

は
自

分
で

で
き

る
子

ど
も

 

              

E
 基

本
的

な
生

活
習

慣
を

 

身
に

付
け

た
子

ど
も

 

              

F
 
健

康
で

安
全

に
生

活

で
き

る
子

ど
も

 

Ｔ
Ｐ

Ｏ
に

応
じ

た
服

装
を

意
識

し
、

自
分

で
着

衣
の

乱
れ

な
ど

を
整

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

日
直

や
当

番
の

仕
事

な
ど

自
分

で
で

き
る

こ
と

に
取

り
組

む
経

験
を

通
し

て
、

自
主

的
に

活
動

し
よ

う
と

す
る

意
欲

が
高

ま
る

。
 

カ
バ

ン
棚

、
机

上
、

引
き

出
し

、
ト

イ
レ

の
ス

リ
ッ

パ
並

べ
な

ど
、

身
の

回
り

の
整

理
整

頓
を

す
る

こ
と

の
大

切
さ

や
よ

さ
を

感
じ

る
よ

う
に

な
る

。
 

時
計

を
意

識
し

て
行

動
す

る
経

験
を

積
み

重
ね

、
時

間
割

な
ど

の
設

定
さ

れ
た

時
間

に
合

わ
せ

て
小

学
校

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
 

食
事

の
大

切
さ

に
つ

い
て

考
え

る
活

動
を

通
し

て
、

好
き

嫌

い
を

せ
ず

に
食

べ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

 

決
ま

っ
た

時
刻

に
就

寝
・

起
床

す
る

な
ど

し
て

、
自

分
で

生
活

リ
ズ

ム
を

整
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

安
全

に
気

を
付

け
て

過
ご

し
た

り
、

友
だ

ち
と

一
緒

に
楽

し
ん

で
運

動

を
し

た
り

す
る

よ
う

に
な

る

D
 自

分
の

こ
と

は
自

分
で

で
き

る
子

ど
も

 

  

E
 基

本
的

な
生

活
習

慣
を

 

身
に

付
け

た
子

ど
も

 

  

F
 
健

康
で

安
全

に
生

活

で
き

る
子

ど
も

 

 

当
番

や
活

動
の

準
備

、

着
替

え
、

整
理

整
頓

な

ど
後

ま
で

自
分

で
す

る
経

験
を

積
み

重
ね

、

そ
の

よ
さ

を
感

じ
る

よ

う
に

な
る

。
 

食
事

の
マ

ナ
ー

や
箸

の
正

し
い

使
い

方
を

知
り

、
み

ん
な

で
食

事
す

る
こ

と
の

よ
さ

を
感

じ
る

よ
う

に
な

る
。

 

食
べ

物
へ

の
興

味
・

関
心

が
芽

生
え

、
好

き
嫌

い
を

せ
ず

に

食
べ

る
こ

と
の

よ
さ

を
感

じ
る

よ
う

に
な

る
。

 

給
食

準
備

の
お

手
伝

い

を
す

る
よ

う
に

な
る

。

手
を

洗
っ

た
り

ス
リ

ッ
パ

を
揃

え
た

り
な

ど

を
意

識
し

て
ト

イ
レ

を
使

う
よ

う
に

な
る

。

午
睡

が
な

く
て

も
、

午
後

の
活

動
に

取
り

組

む
気

力
や

体
力

が
育

ま
れ

つ
つ

あ
る

。
 

一
日

の
活

動
の

大
ま

か
な

時
間

の
見

通
し

を
も

っ
た

り
、

活
動

の
区

切
り

に
時

計
（

時
刻

）

を
意

識
し

た
り

す
る

こ
と

で
、

時
間

を
意

識
し

た
生

活
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
 

着
衣

の
乱

れ
な

ど
に

自
ら

気
付

き
、

自
分

で
整

え
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

 

決
ま

っ
た

時
間

に
就

寝
し

、
起

床
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
 

積
極

的
に

外
遊

び
や

運
動

遊
び

に
取

り
組

む
。

 

幼
児

期
の

終
わ

り
ま

で
に

育
っ

て
ほ

し
い

10
の
姿

 

健
康

な
心

と
体

 


